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桐蔭学園では、単に大学に進学させる進学校ではなく、学園を巣立った後もしっかり学び、
力強く仕事・社会に出ていく子どもを育てることを「新しい進学校のカタチ」と称して目
指しています。

小学校では見える学力の向上だけに注力するのではなく、点数化できない主体性や協調性、行
動力、リーダーシップといった非認知能力を育むことが重要だと考えます。本学園の12年間
の一貫教育では、児童期に非認知能力をしっかり育み、人間形成の基礎をしっかりつくるこ
とで、中等に進んでから知識を深め、資質、能力を大きく伸ばし、個性ある豊かな人間へと
成長していきます。

「主体的で対話的な深い学び」を取り入れています。教師が
一方的に知識伝達をする講義型の授業ではなく、児童が主体的・対話的に取り組む学習形態
を積極的に展開しています。

思考力や問題解決能力を育みながら、何事にも一生懸命にチャレンジしようとする心、
最後まで諦めずに全力で向かう気持ちを大切にしています。

他者と協働できる力を磨き、自らの力を生かして、身近な集団や社会がより
よくなるように行動できる人材を目指します。

偏差値主義的な古い価値観を排し、これからの実生活や実社会で必要な資質・能力である
6つのコンピテンシー（思考力・創造力・チャレンジ力・メタ認知力・思いやり・エージェ
ンシー）を身につけるためのプログラムを実践しています。

自分の考えを整理したりまとめたりする際に、視点や具体例などを魚
の骨の形をした図に書き込んで整理する「フィッシュボーン」など、さまざまなシンキン
グツールを用いて考えを深めます。

主体的に学べるだけでなく、オンデマンドとリアルオンライ
ンの講座を通じて学習指導要領を超えた学びにも挑戦しています。

オンラインで JAXA のスタッフやフライトアテンダントの方のお話を聞い
たり、パラバスケでメダルを獲得した選手と交流を図ったり、自分の興味があるものを選
べるようになっています。

　 　森　朋子　

　自分で考え、行動し、仲間に支えられ、失敗をも経験しながら目標に向かって前進する、その
ような経験を積み重ねることで子どもたちは「生き抜く力」を身に付けます。桐蔭学園小学校は、
これまで以上に子どもの学び中心主義を押し進め、子ども自身が深く考え、それらを発信するこ
とを教育の基盤に据えていきます。そのために、新たに学校教育目標下に育成すべきコンピテン
シー（資質・能力）として「思考力」「創造力」「チャレンジ力」「メタ認知力」「思いやり」「エー
ジェンシー」の６つを設定しました。一人ひとりの子どもたちの個性ある豊かな成長へ中等教育
学校とも連携しながら桐蔭学園として『21世紀を生き抜く子どもたち』を育みます。

上級学校に
進むには

本校 6年児童の中等教育学校への内部進学については、ご家庭から
の希望に対し、一定条件に基づいて小学校が推薦を行います。その
推薦内容を基に中等教育学校が入学の可否を判定します。
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